
中央新幹線長野県駅（仮称）新設
の先行着手工事について

【共和地区】

【事業者】 東海旅客鉄道株式会社

【施工者】 清水建設株式会社

令和４年１１月２４日（水）１９：００～ 於：麻績の館
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資料３



土構造区間 高架橋区間 橋梁区間 高架橋区間

調整池

ABCDE

N

長野県駅の概要

● 五郎田橋

● 北条遊園地

2※今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。

・高架橋・土構造物については、計画が具体化した後、ご説明いたします。

：鉄道用地境界
（凡例）

：計画道路 ：計画河川・水路

：既存河川・水路：既存道路 ：共和地区の先行着手箇所
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施工者 清水建設株式会社

工事期間 令和3年6月25日～令和8年3月31日

工事場所 飯田市上郷飯沼、座光寺
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品川方→←名古屋方

断面図

平面図

土曽川橋りょうの計画概要

※今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。
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国道拡幅後の橋台

凡 例
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※仮囲いの設置範囲はヤードの借地状況により変更する場合があります。

土曽川橋りょうP１ケーソン施工時のヤード整備計画
・工事施工ヤード周囲には仮囲いを設置し、その出入口には門扉を設けます。
・工事施工ヤード内には工事用車両の現場内道路等を設けるとともに、資機材
置き場等のスペースを整備します。
・工事期間中、国道153号等において交通規制を行う期間があります。

既存河川等

既存道路

門扉

仮囲い

工事施工ヤード

工事排水（雨水等）

● 五郎田橋

土曽川橋りょう

●富士コーヒー跡地

N

P2P3
P1



5

土曽川橋りょうの施工手順

作業室を構築後、基礎部周囲に鋼矢板を設置し、基礎部を構築しながら掘削・沈設

を繰返し実施します。また、掘削による発生土は、ケーソン基礎内の中詰め土に活用

します。所定の位置まで沈設した後、地上部にあたる橋脚部を構築します。

① 作業室構築

② 基礎部鉄筋・型枠組立

④ 掘削、沈設

③ 基礎部コンクリート打設

⑤ 橋脚部鉄筋・型枠組立

⑥ 橋脚部コンクリート打設 ④掘削、沈設 ⑥橋脚部コンクリート打設

①作業室構築

足場・
支保工 橋脚部

基礎部

土曽川

中詰め土

※施工手順については、現地の状況等により 変更となる可能性があります。

【土曽川橋りょう下部工】
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土曽川橋りょうの施工手順

※施工手順については、現地の状況等により変更となる場合があります

固定式支保工、梁式支保工を設置し、その上で上部工の鉄筋・PC鋼材及び

型枠を組立て、コンクリートを打設し、上部工を構築します。

① 支保工（固定式・梁式）

② 上部工鉄筋・PC鋼材・型枠組立

③ 上部工コンクリート打設

土曽川
国道153号

梁式支保工

上部工

固定式支保工

施工手順の模式図

③上部工コンクリート打設①支保工（固定式・梁式）

固定式支保工
梁式支保工

道路

【土曽川橋りょう上部工】

P1P2P3

１期施工 ２期施工



7

工事時間・工事用車両運行時間帯 ８時００分～1８時００分
※土曽川橋りょうケーソン基礎の施工時には施工ヤード内で１９時まで作業を実施します。

休 工 日 日曜日、その他長期休暇（年末年始等）

○上記の時間帯は、現地での作業及び運行開始・終了の時間です。

○ 工事の進捗状況等により、上記の時間帯以外や休工日に作業及び運行すること

があります。その場合は事前に工事だより等により地元の皆様にお知らせします。

（上記時間帯以外にも作業及び運行する例）

・土曽川橋りょうの支保工等の設置・撤去時は、交通規制を伴うため、夜間（２１時～
翌５時）での作業を考えています。そのため、当該時間に資機材運搬車両が運行し
ます。

・コンクリート打設日は、早朝・夜間を含めて作業及び運行することがあります。
・工事で使用する重機を運搬する特殊車両は、法令の定めにより、２１時～翌６時の
時間帯に運搬することを考えています。

○ 地域のイベント等が開催される場合は、運行時間などについて、
事前に調整させていただきます。

工事時間・工事用車両運行時間



工事工程

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

地元説明等

準備工事
工事用道路
ヤード整備
上郷５号線含む

土曽川橋りょう

新戸川付替え

竜西一貫水路
付替え

高架橋・
土構造物

先
行
着
手
工
事

※工事工程については、今後の協議等により変更となる場合があります。

【長野県駅（仮称）新設工事】

工事期間
埋蔵文化財調査

下部工（国道切回し含む）

上部工
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▼環境保全計画公表

▼工事説明会



運行計画
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高屋

城東東
別府

座光寺

N

座光寺宮の前

座光寺共和

➊

➋

➊

■国道153号の交通渋滞を抑制する運行計画

北から来た車両は、ヤードへ左折入場するため、
信号のある交差点を利用して旋回

南から来た車両は、ヤードへ左折入場する
ため、信号のある交差点を利用して旋回

３

４

凡例

工事用車両の運行ルート

計画路線（地上区間）

計画路線（トンネル区間）

清水建設
現場事務所※

※清水建設の現場事務所は現在建設中であり、令和５年３月頃に完成予定です。



交通規制

① P1橋脚施工時

・市道座光寺88号線：約１年間、通行止め

・管理用道路左岸側（車両のみ）：約１年間、通行止め

10※規制内容及び範囲や時期は、協議等により変更となる場合があります。

P1橋脚

N

五郎田橋 ●

● 富士コーヒー跡地

規制範囲

通行止め

迂回路

仮囲い

既存道路



交通規制
②上部工Ｂ（２期施工部分）施工時

・市道座光寺88号線：約１年間、通行止め

・管理用道路右岸側（車両のみ）：約１年間、通行止め

・管理用道路左岸側（車両のみ）：約１年間、通行止め

（歩道のみ）：支保工の組立・解体時に約１ヶ月、通行止め

11※規制内容及び範囲や時期は、協議等により変更となる場合があります。

N

P1橋脚

P2橋脚
上部工Ａ

P3橋脚

規制範囲

通行止め

迂回路

仮囲い

既存道路

上部工Ｂ

五郎田橋 ●
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規制範囲

夜間通行止め

交通誘導員

仮囲い

支柱式支保工

片側交互通行

歩道

既存道路

交通規制

※規制内容及び範囲や時期は、協議等により変更となる場合があります。

上部工

仮設梁
支柱式支保工

P２P３

車道の交通規制範囲

車道の片側交互通行
【規制時間】 21:00～翌5:00

N

P2橋脚上部工Ａ

P3橋脚 上部工Ｂ

③ P2橋脚・上部工Ａ（１期施工部分）施工時

・管理用道路右岸側：約１年間、通行止め

④ 上部工Ａ（１期施工部分）施工時
・国道153号（車道のみ）：夜間片側交互通行
（支柱式支保工及び仮設梁の設置・撤去時に、各約１か月間）



※仮囲いの設置範囲はヤードの借地状況により変更する場合があります。

国道153号の安全対策

・P1橋脚施工ヤードの出入口には立看板と交通誘導員を配置する計画です。
・国道153号横断時は交通誘導員を２人配置する計画です。
（土曽川橋りょうP2橋脚施工時のみ、工事用車両が国道153号を横断します。）

五郎田橋 ●

N 既存河川等

既存道路

工事用車両運行ルート

仮囲い

工事施工ヤード

注意喚起（立看板）

交通誘導員

●富士コーヒー跡地

P2 P1



【主な環境保全措置（大気環境、水環境）】

 大気環境

・仮囲いの設置

・排出ガス対策型、低騒音型建設機械の採用（①）

・高性能防音シート及び防音ハウスの設置、騒音対策型マフラーの使用（②～④）

 水環境、土壌環境

・中和処理装置及び仮設沈砂池の設置

＜工事による影響を低減させるための環境保全措置＞

※②～④の内容は、次ページの図でご説明します。

【主な環境保全措置】

・資材及び機械の運搬に用いる車両のタイヤ洗浄（⑤）

＜車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置＞ タイヤ洗浄の状況

⑤

14

工事・車両の運行への環境保全措置

①８ｍの万能鋼板で計画しますが、保全計画書において、



N

五郎田橋 ●

A

A

※仮囲いの設置範囲は、今後の協議状況等により変更する場合があります。
※ヤード内配置は、今後の協議や工事の進捗等により変更になる場合があります。
※ケーソン基礎施工時の橋脚毎のヤード内配置を示しており、同時に施工するものではありません。

既存河川等

既存道路

門扉

仮囲い

工事施工ヤード
高性能防音シート

騒音対策型マフラー

防音ハウス設置位置
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主な環境保全措置（大気環境）

騒音対策型マフラーの使用

③

②
断面A－A

④

作業室



※仮囲いの設置範囲は、今後の協議状況等により変更する場合があります。

主な環境保全措置（水環境）
・工事排水及び仮囲い内に降った雨水等は、基本的に仮設沈砂池内で地下へ浸透させます。ただし、大雨
時には、仮設沈砂池内で濁りを取り、放流量を調整の上、公共用水域（土曽川）へ放流する計画です。
・コンクリート打設に伴うアルカリ水等は、中和処理装置でアルカリ分を中和して仮設沈砂池へ放流します。
・工事期間中の環境管理を適切に行うため、工事施工ヤードでの騒音・振動について、日々簡易計測を行
い、計測値を表示します。（五郎田橋付近の河川管理用道路からご覧いただけるようにします。）

簡易計測例

仮設沈砂池イメージ

N

● 五郎田橋

既存河川等

既存道路

仮囲い

工事施工ヤード

工事排水（雨水等）

仮設沈砂池

中和処理装置

放流箇所

簡易計測地点
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工事の進捗状況等のお知らせ

• 工事の進捗状況や交通規制等の情報については、工事着手後に発行する
「工事だより」にてお知らせしていきます。

• 工事だよりは組合回覧のほか、次の施設で自由にお取りいただけるように
いたします。

【他工区の例】

【設置場所】

座光寺公民館、飯田市役所、北条振興センター、上郷公民館
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＜事業者＞

東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線長野工事事務所 （℡ ０２６５－３８－６５００）

環境保全事務所（長野） （℡ ０２６５－５２－６５１１）

住所 長野県飯田市元町５４５１

（受付日時／土・日・祝日・年末年始を除く平日、９時～１７時）

お問い合わせ先

＜施工者＞

清水建設株式会社

【令和５年３月頃まで】

中央新幹線 長野県駅作業所（仮） （℡ ０２６５－４８－０３９１）

住所 長野県飯田市座光寺３９０１－１

【令和５年３月頃以降】

中央新幹線 長野県駅作業所 （℡ ※）

住所 長野県飯田市上郷飯沼７８４－１付近※

（受付日時／土・日・祝日・年末年始を除く平日、９時～１７時）

※本事務所は令和５年３月頃に完成予定のため、本事務所の住所・連絡先については
工事だよりにて改めてお知らせいたします。


	資料3　共和地区における工事等について

